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「個」を強くする、大学図書館
畑中　基紀＊
　「個」を強くする大学、というのが、近年の明治大学のキャッチフレーズ
であるが、その明治大学自身は、日本の大学の中で特に個性が際立ってい
るというわけではない。建学以来130年を超える長い歴史を持つ東京の私
学として、むしろ、この国の総合大学における一つの典型をなしていると
いってよいだろう。だが、伝統を誇る名門に対してよせられる揺るぎがた
い信頼感とは、世相の遷り変わりに抗って普遍的な価値やスタイルを守り
続けることによって生み出されるものであるとするなら、そのように、あ
る意味では没個性的な構えを保ち続けることにこそ、大学としての「個」
の強さというものがあるのかもしれない。
　もちろんそれは、研究や教育といった、いわば大学の日々の営みの根幹
をなす活動内容における革新をも拒むものではない。常に新たな知的情報
と人材を社会に送り出し続けなければならないというその使命に照らせば、
たとえば、毎日の授業において提供される情報内容やその教授の方法は、
時代の要請に合わせて絶えず刷新をはかっていくのが大学として必須の姿
勢となる。とはいえ、徒らに流行を採り入れることで、「教わる」ことばか
りを求めて自ら「学ぶ」ことを知らない今日の学生に手軽な満足感を与え
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てこと足れりとする類いの改善にとどまるならば、教育内容の充実など見
せかけのものにすぎなくなってしまうだろう。
　この国の子供たちの学力低下ということが喧伝されるようになって久し
い。いわゆる大学大衆化の傾向と相まって、大学に入学してくる学生たち
の質も、かつてに比べてずいぶん下がったと憂い顔で語られる言葉を耳に
することも珍しくない。だが、質の低下とは、知的活動の能力そのものの
劣化を意味するわけではない。たとえば、論理的思考や表現の力が落ちて
いるという統計的結果があらわれるならば、それは、その力を担う部分の
脳細胞が退化したわけではなく、たんにそのような能力が十分に養成され
ていないだけだ。この意味で、学力低下とは教育のあり方の問題である。
　コミュニケーション・メディアの爆発的な発達と多様化は、人びとの目
を惹きつけ、心を惑わし、あるいは虜にするようなおびただしい量の情報
が押し寄せる、いわば情報の海のただ中に私たちを押し流してしまった。
そして、子供たちもまた、そうした環境に生きている。しかしながら、新
しいメディアの台頭は、必ずしも古いメディアの持つ価値を無効化してし
まうわけではない。電子書籍の人気が示しているのは、このrrの時代に
あっても、一定数の人びとは依然として、本を読むという経験に価値を認
め、それを求めているということである。その価値とは何か。端的に言えば、
読書という行為によってしか得られない歓びや苦しみの体験であり、それ
によってもたらされる効果である。論理的思考力や表現力は、論理的に書
かれた文章を読み、論理を展開する書き言葉と格闘することによってしか
育まれることはない。だが、きらびやかな情報の海の中を泳ぎつづける私
たちには、そうした古くから変わらぬ価値の在りかが見えにくくなってい
る。そのことに、学校を中心とした教育がうまく対応できていないのでは
ないか。
　そのような環境のなかで年齢を重ねた子供たちが、大学生として私たち
のもとにやってくる。高等教育機関としての大学は、彼らの見失われた知
的好奇心を喚起し、たんに情報としての知識を集め、そして次々と忘れて
いくのではなく、めまぐるしい現代社会を生き抜くための糧として自らの
内部に体系化し、そのことによって、当面する状況を的確に読み取り、ど
う行動するかを判断するための、つまり真の意味で「強い個」として生き
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るための力を養わなければならないということ、また、大学で学ぶ4年間
とは、まさにそのための時間であることを気づかせなければならない。こ
うした動機なくして、みずから「学ぶ」技術と習慣を身につけることは困
難であろう。
　しかし、動機そのものを教室で授けることはできない。モチベーション
とは他人から借りたり、受けとったりするものではないからだ。おそらく
唯一の方法は、実際に書を読み、そのことによって発見した何かについて
さらに知ろうとして、あるいは浮かび上がった疑問の解決をもとめて、次
の書物へと手を伸ばすこと、また、そのようにして先人の知恵に接し、そ
れを自らの思考のスキルとして取り込むことへの歓びを知るという体験に
しかない。そのとき人は、一冊の書物が内包する情報が、その背後に隠れ
た数冊、数十冊の書物の情報内容と、さまざまに結びついていることを知る。
知の体系とはそういうことだ。
　二千年を超える長い年月に人類が生み出してきた膨大な数の書物は、巨
大な知の体系として見えないネットワークを形成している。そのネットワー
クをたどっていく冒険こそ、みずから「学ぶ」ことの本質である。そして、
大学の中で、その知的冒険を可能にする場所が図書館である。整然と並ぶ
書架から一冊の書物を取り出し、閲覧席に腰をかけてページを開くとき、
人はそのネットワークの端末を手にしているのだ。図書館に足を運ぶ、書
物の背を注視しながら書架の間を歩く、天井が高く広い空間を充たす静か
な空気のなかで書物を開き、古今東西の著者との、読書を通じた対話に没
頭する、そうした身体の動きを伴う体験が、人を知的目覚めへと導くので
ある。この意味で、現代の高等教育において大学図書館の担う役割はきわ
めて大きい。
　明治大学図書館では、教育機関を構成する一施設としての、こうした機
能を早くから重視し、多様な業務に取り組んでいる。しかもその、教育に
直接関わる業務における量と質の充実度は、国内一般の大学図書館のそれ
を大きく凌駕していると言ってよい。そして最大の特長は、それらの教育
活動の多くを図書館職員が担っている点にある。
　たとえば「ゼミツアー」と呼んでいるガイダンス活動がその典型だ。こ
れは、年度の初頭に新入生や留学生、また新任教員等を対象にそれぞれ行
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うオリエンテーションとはまったく別個の活動で、通常の授業期間内に、
演習等の少人数クラスを対象に、授業の一回分をまるごと図書館に受け入
れて、担当教員立ち会いのもと、図書館職員がレクチャーを行うものである。
メニューは事前に教員が選択するが、基本的に館内ツアーと文献検索の実
習がその柱となる。この活動の目的は言うまでもなく各授業のサポートで
あるが、図書館の前を素通りしがちな学生も無理なく館内に引き入れ、書
物を手にするまでのプロセスを実体験させることの意義は大きい。このゼ
ミツアーを今年度は、和泉図書館だけでも約200回も実施しているのであ
る。
　さらに、ゼミツアーのいわば拡大版として、他大学図書館からも広く注
目を集めているのが、駿河台、和泉、生田の3キャンパスで合計6クラス
開講している学部間共通総合講座「図書館活用法」1である。その名の通り、
学生が大学で学ぶ上で的確に図書館を利用するために必要となる方法とス
キルの習得をテーマとした正規の授業科目で、もちろん単位も付与する。
レポートや論文のテーマ選定や執筆のために文献情報等を調査・検索する
方法や、その入手と利用のしかた等を実習形式で教授することが主体とな
るが、読書の愉しみから情報倫理まで、全体としての講義内容は多岐にわ
たる。コーディネーターには教員が就くものの、ほとんどの授業は、多く
の図書館職員が講師として分担する。これがこの科目のもっともユニーク
な点だ。
　現場で利用者と日々接している図書館スタッフが協議を重ねて受講者の
ニーズに合った授業内容を練り上げ、実際に講義と演習を行い、毎回の確
認テストで学生の理解度をはかりながら期末試験を作成、実施し、授業目
的の達成度を検証する。さらに授業評価アンケートも作成、実施、分析し
て両者の結果をさらに協議、次期の授業にフィード・バックしていくとい
う作業を彼らが綿密に行っているのである。特に後者については、プログ
ラム評価の専門家を米国から招き指導を受ける徹底ぶりで、評価システム
については、おそらく学内のどの学部の授業よりも進んでいるだろう。
　1「図書館活用法」の詳細については、久松薫子・西脇亜由子、矢野恵子「『図書館活用法』
プログラム評価活動報告」「図書の譜明治大学図書館紀要』13、2009．3、pp．35－50、および、
矢野恵子・久松薫子「『図書館活用法』プログラム評価活動報告（2）」同15、2011．3、pp．1－
19を参照。
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　これらの先進的な活動に加えて、単発の「レポートの書き方講座」をは
じめとした、さまざまな講習会や、書評コンテストなどのイベントの企画
とその運営、それに出張講義など、リテラシー教育に関わる多くの事業に
明治大学図書館のスタッフは、図書館としての従来のサーヴィス業務と並
行して取り組んでいる。念のため付け加えるが、リテラシー教育事業専従
の職員がいるわけではない。
　だが、残念なことには、本学の教育における、このように多大で、ユニー
クな図書館の貢献について、学内では未だ十分に認知されているとは言え
ない状況である。しかしながら、図書館職員たちの地味ながら力強く、献
身的な努力の積み重ねが、明治大学の教育を特徴づける重要な要素の一つ
となっていることは言うまでもない。大学の個性と、その「個の強さ」は、
彼らのような縁の下のスタッフによって支えられているのである。
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